








breast owing tobreast cancer surgerywas evaluated from theviewpoint ofmuscle load and
subjectivefeeling.Sixfemaleswhohadundergonebreastcancersurgeryparticipatedassubjects.We
conducted the followingexperiments: (i) electromyogram (EMG)measurementswhenusing three
typesofpadsmadeofsiliconegel (weight:189g),urethane foam(36g),andpolyesterpadding (17g),
respectively,and(ii)evaluatingthesubjectivefeelingwhenusingapolyesterpadwithweightsadded
instages.Theresultsshowedthat the lowestmuscle loadwasobserved for themost lightweight
polyesterpadamongthethreetypesofpads.Further, itwasobservedthatthe lightertheweight













































Ｓ１ Ｓ２ Ｓ３ Ｓ４ Ｓ５ Ｓ６
68 44 41 49 63 61
158 162 159 157 157 157
45.5 48.2 53.6 58.4 49.4 54.4
18.2 18.4 21.2 23.7 20 22.1
全摘 全摘 全摘 全摘 全摘 全摘
右側 左側 右側 左側 左側 右側
あり なし あり あり あり あり
171.5 150.4 362.2 185.0 175.1 322.7
ブラジャーの種類 乳がん専用 乳がん専用 乳がん専用 乳がん専用 乳がん専用 一般用
パッドの素材 シリコン シリコン シリコン シリコン ウレタン（３枚） 綿花（手製）
パッドの形状 トライアングル トライアングル トライアングル トライアングル 楕円 楕円












































































S シリコンゲル 189 0.26
U ウレタンフォーム 36
表 2 　実験に用いた市 ッドと試作パッドの詳細













































































パッド Pで、Uや S 装着時よりも十分に大きな
動作ができたためではないかと推察される。一方、
















































































































































































































































疲労感 0.941 ** 0.959 **
鬱陶しさ 0.929 ** 0.947 ** 0.962 **
バランス感 0.532 ** 0.541 ** 0.580 ** 0.591 **


























































































































図 ７ 　パッド重量と主成分 1 「 」との関係
（S 1 ～ S ６ は被験者記号）
表5 「総合評価」および「バランス評価」の重回帰分析
 主成分１ 「総合評価」 偏回帰係数 標準偏回帰係数 F値 p値 判定
　実験時のパッド重量　Ｗ -0.031 -0.646 36.460 0.000 [**]
　普段使用のパッド重量　Ｐ 0.037 0.453 17.901 0.000 [**]
　定数項 1.018 0.883 0.354 [  ]
 主成分２ 「バランス評価」 回帰係数 標準回帰係数 F値 p値 判定
　実験時のパッド重量　Ｗ 0.002 0.331 4.184 0.049 [* ]
　定数項 -0.303 2.902 0.098 [  ]
表 ５ 　「 バランス評価」の重回帰分析
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４ ．結　語
本研究では、補整具の適切な重量を検討するこ
とを目的とし、パッド素材の重量による相違が筋
負荷に及ぼす影響を明らかにした。また、試作パッ
ドに重りを付加することによって重量を調節し、
重量感と左右のバランス感などの主観評価とパッ
ド重量との関係を明らかにした。
被験者自身が上肢の位置を確認できたと考えら
れる前挙において、最も軽いポリエステルわた
パッド（P）で積分筋電図 IEMGが小さく、筋負
荷が小さいことがわかった。しかし、上挙や側挙
においては、パッド Pの方がウレタンパッド（U）
やシリコンパッド（S）よりも IEMGが大きい傾
向がみられた。上挙や側挙動作においては、重い
パッドで上肢を所定の位置まで十分に挙げられな
かったことがその理由として考えられた。このこ
とは、健側の方が術側よりも IEMG が大きかっ
たことからも裏付けられた。これらのことから、
軽いパッドほど筋負荷が小さいことが明らかと
なった。
「重量感」と「肩こり感」、「疲労感」、「鬱陶しさ」
との間には高い相関がみられ、パッド重量が大き
くなるほど、重い、肩がこる、疲れる、鬱陶しい
と評価されることがわかった。しかし、「バラン
ス感」との間の相関は低かった。
また、主成分分析の結果、主成分 1として「総
合評価」、主成分 ２として「バランス評価」があ
げられた。そこで、これらを目的変数とし、被験
者の年齢、乳房体積、普段使用しているパッド重
量、実験で使用したパッド重量を説明変数として
重回帰分析を行った。その結果、「総合評価」はパッ
ドが軽いほど高いが、普段使いのパッド重量の影
響も受けることがわかった。「バランス評価」に
ついても、パッドが軽いほどバランス評価が高い
ことがわかり、健側の乳房体積との関係はみられ
ず、乳房の大きな女性であっても軽いパッドが望
ましいことが明らかとなった。
最後に、本研究のきっかけと研究協力をいただ
きました元京都女子大学教授岡部和代先生に深く
感謝申し上げます。本研究は、JSPS 科研費（B）
22300252および科研費（A）25242011の助成によっ
て行われたものであることを記し、ここに謝意を
表します。
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